
4月6日（土）　2024年度春季リーグ戦第１節１回戦

【試合結果】

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

阪南大 0 0 0 0 0 0 1 0 1 2

大公大 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

【打者成績】 【打者成績】
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1 中 山城奏 4 5 0 0 1 二 樋口 3 4 0 0

2 左 藤本康 3 2 0 0 2 遊 疋田 3 4 1 0

左 藤本修 1 0 0 0 3 捕 中村 4 5 3 0

3 指 山口 4 4 1 0 4 右 前田 2 5 1 0

4 三 松田 2 3 1 0 5 指 京橋 3 4 1 1

5 右 吉見 3 4 0 0 6 中 山中 4 5 2 0

6 遊 阪井 3 2 0 0 7 左 根来 2 3 0 0

打 松本 4 1 0 0 8 一 大西 3 4 0 0

遊 高橋 1 0 0 0 9 三 田中啓 4 4 2 0

打 大倉 2 1 0 0 投 片山 2 - - -

遊 安部 4 0 0 0 古谷 4 - - -

7 二 大西 1 4 2 0 三振 四死球 犠打・犠飛 併殺打 盗塁 打数 安打数 打点

8 一 笠松 4 4 2 1 9 4 0 1 2 38 10 1

9 捕 中濱 2 2 1 1

投 森田聡 3 - - -

三振 四死球 犠打・犠飛 併殺打 盗塁 打数 安打数 打点

6 5 0 1 1 32 7 2
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【投手成績】 【投手成績】
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森田聡 9 163 42 38 10 9 4 1 1 片山 7 105 28 25 5 6 3 1 1

合計 9 163 42 38 10 9 4 1 1 古谷 2 38 9 7 2 0 2 1 1

合計 9 143 37 32 7 6 5 2 2

【戦評】

いよいよ開幕した春季リーグ戦。新たな顔ぶりを揃え、「奪還」への一歩を進めようと臨みました。

初回、リーグ戦初登板初先発の片山は、ストライク先行の好投を見せます。一死から四球や安打を許すも、２つの三振を奪い得点を与えません。

緊張高まる大公大打線は１回裏、一死から疋田がセンター前へ安打を放ち、早々に今季チーム初ヒットが生まれます。続く中村も、主将としてのリーグ戦初ヒットを決め一二塁とし、前田の外

野フライで二死一三塁とします。ここで、リーグ戦初出場の京橋が放った打球は、レフトへのリーグ戦初ヒット・初タイムリーとなり１点を先制します。

２回表、片山は余裕の投球で相手を三者凡退に抑え、３回には複数の四球を許すも後続をしっかり抑え、３回までに５つの三振を奪います。

一方の攻撃は２回裏、二死から田中啓がリーグ戦初ヒット、初盗塁を決めるも後が続きません。

３回裏、先頭の中村は初球を捉え、レフト線へ鋭い打球が飛び二塁打となります。一死としてから京橋が四球を選び出塁すると、続く山中にもセンターへのリーグ戦初ヒットが生まれ、チャン

スを広げます。しかし、その後併殺打に打ち取られ、追加点を挙げられません。

片山は、４・５回を三者凡退で抑え、６回には併殺打により３人で攻撃を終わらせます。

リードを広げたい打線ですが、４回には相手の失策や四球での出塁はあるも得点に繋がらず、５・６回は三者凡退に抑えられ、我慢続きの展開となります。

試合が動いたのは７回表、相手を二死まで追い込んだところで、続く打者に二塁打を放たれ、さらに続いて８・９番打者に安打を許し、１点を返されます。

同点に追いつかれ、すぐに勝ち越したい打線は７回裏、疋田が相手の失策で出塁して盗塁を決めます。前田のピッチャー強襲ヒットにより疋田は三塁まで進みますが、あと一本が出ません。

片山に代わり８回からマウンドに上がった古谷は、堂々のピッチングで相手をしっかり打ち取ります。

８回裏、先頭の山中が安打で出塁し、盗塁を決めると、続く根来は四球を選びます。その後送りバントを失敗するも、田中啓の安打で満塁とします。しかし、後続が連続三振に終わり、チャン

スをものにできません。

９回表、古谷は一死から安打を許すと、次打者にセンターを越える三塁打を放たれ、一塁走者に一気にホームに進まれ１点追加。逆転されます。その後、バント空振りで飛び出した三塁走者を

挟殺にし、後続を打ち取って最少失点に抑えます。

得点するしかない９回裏、先頭の中村が初球を捉え出塁します。勢いに乗りたい後続でしたが、連続三振とピッチャーゴロにより試合終了。１ー２で敗戦いたしました。


